












 

免疫応答には各免疫担当細胞間の相互作用が不可欠であることがよく知られている。

Interleukin I や Interleukin Ⅱなどの液性因子の他にマクロファージとTまたはBリン

パ球の直接的接触が必要であり,先天性免疫不全症の成立にこの細胞間相互作用の異常が

関与していると考えられる。われわれは超音波処理および Trypsin にて処理された自己赤

血球膜成分に対するreceptor がヒト末梢単核球に存在することを見い出した。自己赤血球

膜成分に対する receptor は単球および Bリンパ球に存在しており,免疫担当細胞間の直接

的接触にとって重要な働きをしていると考えられた。免疫不全症のモニタリングをしてい

く上で,この receptor の性状を明らかにすることが重要であると考えられたので以下の検

討を進めた。 


